
40303貨物軽自動車運送業における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労

働

者

規

模

1 2017 12 15~16

配送先敷地内で、荷物の積み降ろし作業をしているとき、ビー

ル樽20?（20㎏）を2段積みにしてあるところ、上の段の樽を取

るときに手を滑らせたため、右手小指に樽が当たり、右手小指

を骨折した。

47 6 611

10

～

29

2 2017 11
22～

23

建築用カット部材を中型トラックで現場に運搬後、ぬかる地面

にシートを敷き、その上に置いた木製の踏み台（H500程度）に

乗り荷下ろし作業中、踏み台が横に滑り咄嗟に掴んだロープと

荷の間に左手薬指が挟まれ同部に裂傷を負った。

22 17 221
1～

9

3 2017 11 1～2

構内にて、車輌最後部に、集荷用資材（7.5㎝四方の角材）を縦

5段、横8列に積載し、その前部に積んでいた配達用製品（パ

レット物）との間に、緩衝用毛布を噛ませようとし、資材後部

より前部へ跨いで移動したところ、資材の下に、フォークリフ

トの爪を入れる為の角材（緩衝材）が、縦に2本敷いてあり、そ

の左側前部の角材に左足を下ろした際、踏み外してしまい、強

く左足を捻ってしまった。

48 3 522

30

～

49

4 2017 11
9～

10

当社構内において、運搬業務に向かうべく大型ダンプに乗り込

み発車しようとしたところ、忘れ物をしたことに気付き、当該

物を取るため運転席から降りる際、ダンプのステップにて足が

滑りそのまま地面に落下（落差約1.2m）地面にて左足踵部を強

打、骨折負傷した。

59 1 221

10

～

29



5 2017 10
9～

10

車両に荷物の積み込み中、気を失い車両の横に仰向けに倒れ頭

部の出血と腰の2ヶ所の骨折につき治療を受けた。
64 90 921

10

～

29

6 2017 10
13～

14

市営住宅の階段で、荷物の配達中に、不在のため荷物を持って

階段を下りている途中、荷物が落ちそうになり踏ん張ろうとし

たため、階段を踏み外し骨折した。 荷物はみかん箱程度のダン

ボールが3個。 バランスが悪いダンボールのうえ、3個同時に運

んだために発生した。

54 1 413
1～

9

7 2017 10
17～

18

中型4tトラック荷台にて生肉荷積作業中、体勢が不十分であっ

た為、持ち上げた時に右足に負荷が掛かり、歩行困難になっ

た。

40 19 611

10

～

29

8 2017 9
16～

17

配送センター内にて、荷受け口からトラックの荷台にカゴ台車

を積み込むため、荷受け口とトラックの荷台の間に渡したコン

パネを用いて、かご台車をトラックの荷台に載せる際、荷の進

行方向を荷主の配送センター職員が、かご台車を引きその反対

側で被災者が押していたところ、かご台車が倒れて、被災者の

右足の膝から下が挟まれたものである。

49 7 362

30

～

49

9 2017 9
16～

17

ラック通路でしゃがんで作業していたところ、後ろを通った別

労働者のズボンポケットに入っていた金属製ヘラに被災者が接

触し、裂傷した。

22 8 364

100

～

299

10 2017 9 8～9

営業所内の倉庫にて、プレハブ型展示場の屋上物置スペースに

フォークリフトで荷上げしたロール状の断熱材を保管する際、

体勢を崩してしまい約3m下のコンクリート地面へ落下。 その

際、ヘルメット未着用、落下防止措置をしていなかった。

49 1 418

10

～

29

前方で発生していた事故のため渋滞が発生しており、前走車両

（大型）が減速し徐行・停止をしようとしていたため、同様に

当方も減速し徐行・停止をしていたところ、後続の大型車両に

追突された。 後続の大型車両は、その後ろの大型車両に追突さ 30



11 2017 8 6～7 れた勢いで前方に押され、当方車両に追突してきた。 当方は、

追突の衝撃で前走車両（大型）へ追突した際、自車キャビン前

部と箱後部及びウイング等が破損した。 運転していたドライ

バーは、衝撃の際に頸椎・左肋骨・右膝関節を打撲したが、命

に別状はない。

47 17 231 ～

49

12 2017 8 4～5
納品先に駐車し、トラック荷台からパン箱3ケースを取ろうと持

ち上げたとき、腰部を痛めた。
58 19 611

10

～

29

13 2017 8 1～2

荷物をトラックに積み込み中、ラッシングヘットの金具を左側

より掛け、右側の金具を掛ける際、腰に激痛がはしり動けなく

なった。 すぐに救急搬送を要請し病院にて受診したところ、骨

に異常はなくぎっくり腰と診断され、痛み止めを処方され、数

日の安静後痛みがとれれば就業可能と診断された。

37 19 921

50

～

99

14 2017 7 14~15
配達先にて、工事中の玄関ポーチの溝に足がはまり、足を捻っ

て負傷した。
43 2 418

10

～

29

15 2017 7 12~13

大型トラックへ伐採した木材を積込み、トラック荷台へシート

を張り終わった後、荷台から車体前方にある昇降梯子へ移動し

ていたところ、積載していた材木に足をとられ、荷台に胸部を

打ち付けた。

40 2 221

10

～

29

16 2017 7 9~10

工場の敷地内で4トントラックに紙オムツの詰込み作業をするた

めに、トラック側部のサイドバンパーに足をかけ登ろうとして

いたところ、右手が滑り、左足を踏み外し、バンパーと巻き込

みの間に左足が落ち、ふくらはぎまで入ってしまい、足は抜け

たが地面に落下し（1m）怪我をしたもの。

64 1 221

10

～

29

17 2017 6 8～9

納品先で荷物を手で降ろす際、荷物を手で持ち上げて運ぶ時に

腰と左足に痛みがはしった。 なんとか全ての荷を下ろし、その

日の業務を終えた。 帰宅後自宅で安静にして、その後、痛みが 55 19 611

30

～



あったが数日出勤して様子を見ていたが、痛みがひどくなっ

た。

49

18 2017 6
10～

11

顧客先において荷卸作業中、トラック荷台とプラットホームを

つなぐローラーを取り付けようと、ローラーを抱えながらプ

ラットホームから荷台に移動したところ、誤ってプラットホー

ムと荷台の隙間に左足を落とし、左足甲を負傷したものであ

る。

37 1 221
1～

9

19 2017 5
23～

24

倉庫1階にて商品をピッキング中に、生樽7Lを手を滑らせ右足

の先の部分に落としてしまう。 安全靴の着用を義務付けしてい

るにもかかわらず、着用していなかった為、右足親指を骨折し

た。

52 4 911

30

～

49

20 2017 5
14～

15

就業先で、集荷に出発するため2階から1階へ降りる途中、階段

の最後の1段を踏み外して、横向きに転んで落ち、大腿骨を骨折

した。

70 1 413

30

～

49

21 2017 5
16～

17

建屋外で塗装用架台から重量約18㎏の部品を手作業で荷役をし

ていたが、作業用エプロンが、架台に引っ掛かりエプロンを外

すため後退したところ、路面は平らであったが左足を捻ってし

まった。 そのまま作業をしたが、徐々に腫れてきた。

51 19 415 ―

22 2017 4
10～

11

冷蔵倉庫内にて貨物を出庫作業中、貨物の確認のためフォーク

リフトを停車しフォークリフトのマストに足をのせたとき、バ

ランスを崩して落下した。

30 1 222

10

～

29

23 2017 4 5～6
前方に走行していたトラックが渋滞のため減速し始めたとこ

ろ、気づくのが遅れてブレーキをかけたが追突した。
48 17 231

1～

9

24 2017 4
18～

19

荷物を配達するため、軽四輪のリヤハッチを開けたところ、荷

物の上に載せた台車が落ちてきて台車の金具と左手小指が接触

し、血が止まらず左手小指挫創と診断された。

32 4 362

30

～

49

9～
チルド庫内で洗浄済みバットを搬送中に通路の角で他の作業員



25 2017 1
10

とぶつかりそうになった為、避けようとして体を捻った際に腰

を痛めた。

57 19 911 ―

26 2017 1
9～

10
県道交差点で、前の車両に追突した。 65 17 221

10

～

29

27 2016 12
14～

15

車庫内にて、10トンミキサー車の運転席から降りる時に、誤っ

て足を滑らせてしまい落下。後方に倒れ、負傷した。
65 1 221

10

～

29

28 2016 12 3～4
国道を走行中、赤信号でブレーキをかけたが止まりきれず、前

方の車両に追突し負傷した。
47 17 231

10

～

29

29 2016 12
10～

11

荷物を積み込み荷締め作業中に、誤ってトラックから落ちてし

まい、その際、トラックの扉に左足と腰を打ちつけて負傷し

た。

47 1 221

10

～

29

30 2016 11 3～4
国道交差点にてどちらかの車両が信号の見間違いで対向車と衝

突する。
70 17 231

10

～

29

31 2016 10
16～

17

トラックをバースに止め、ドアを開け降りる際、強風にあおら

れそのまま地面に転落し負傷した。
57 1 221

30

～

49

32 2016 10
11～

12

高所センター内で高所作業車を道板を使って4tユニック車に載

せようとした時「道板」が横ずれして脱輪してしまい、高所セ

ンターのテントハウスと高所作業車に挟まれ、胸部及び右腕に

打撲損傷を負った。

73 6 379

50

～

99

33 2016 10
13～

作業員が荷物の準備をしていた。被災者は自分のトラックに積

む荷物なので様子を見ていた。作業員が荷物の二段重ねのうち

の一段めのカゴを開けてしまい、重い二段めをささえきれずに
41 5 611

10

～



14 荷物くずれがおき、作業員がつぶれると思った瞬間、被災者が

助けようと動いたが無理と判断して離れた途端、容器が足に当

たってしまった。

29

34 2016 10
10～

11

現場にてトラック荷台にサクションホースを積み込み後、ホー

スの位置をずらそうとした時、ホースと一緒に荷台からすべり

落ち、ホースの上に背中から落下した。

63 1 221

30

～

49

35 2016 9
19～

20

マンションへの配達時、届先不在のため貨物を持ち帰るにあた

り階段にておりる際、両手で貨物を持ちフロアーまで下りきる

まで残り数段のところで、貨物を持っていることにより足もと

が見えづらくフロアー階に到着したものと勘違いし、次の一歩

を踏み出したところ、足を捻った状態で着地。足部に体重がか

かり骨折した。

38 19 413

50

～

99

36 2016 9
12～

13

マンション前道路でトラックの誘導中にトラックに左手をあて

ていて、止まるタイミングが合わず、左手中指を負傷した。
32 7 221

50

～

99

37 2016 9
12～

13

高速道路においてトラックを運転中、工事による車線規制のた

め渋滞していた最後尾の車両へ追突してしまい骨折した。
43 17 221

30

～

49

38 2016 9
9～

10

出荷作業中に、被災者はキャビンと荷台の間の踊り場に立って

緩衝材を抑えていた。そこにフォークリフトで積み込もうと進

入し、抑えていた左手の小指をバックレストで押されてしま

い、小指から掌にかけて裂傷し被災した。

46 7 222

10

～

29

39 2016 9
12～

13

箱型のトラックの荷台にて、15kg位の段ボール箱を運んでいる

際、中腰での作業だったため腰に負担がかかり腰痛が生じた。
20 19 611

100

～

299

40 2016 9
11～

12

チルド倉庫から青果の場所へ台車を移動する際、坂道で台車を

支えきれず、建物と台車の間に左腕と頭を挟まれる。
32 7 362

100

～

299



41 2016 8 6～7

納品先でトラックを止めて、ベッドで仮眠をしている時に、納

品時間になった為、ベッドから運転席に移動する時に、シート

ベルトのバックルの間に足を挟んで小指を骨折した。

45 17 221

10

～

29

42 2016 8 7～8

配送店舗で酒類の入ったカゴコンテナをトラックの荷台から降

すため、パワーゲートを下げた際に傾斜があった。地面に降り

て運んでいる間にも何度か傾斜がある所を通過している時に、

体をひねって左脇腹を痛めてしまった。

53 19 362

10

～

29

43 2016 7
16～

17

倉庫でコンクリートブロックの吊り荷の作業中、ワイヤーが切

れて下にあったあゆみ板に落ち、あゆみ板が撥ね上がり頭にあ

たって負傷した。

42 4 372
1～

9

44 2016 7
19～

20

2tトラックで集配中、夕方から汗が大量に出だし、具合が悪く

なった。
43 11 715

100

～

299

45 2016 7 7～8

山中において、材木の積み込み後、ローダーから降車し、アウ

トリガーを格納する際、材木の上に足を掛け、格納しようとし

た時、材木の皮がはげ、足を滑らせ転倒した。

62 1 522
1～

9

46 2016 7
11～

12

路上にて、強風が吹いていた為、4トントラックの荷台にシート

をかけようと、荷台の上で作業をしていたところ、強風にあお

られて、足がシートのゴム紐に引っ掛かり、バランスを崩し

て、荷台の上から転落し、腰を負傷した。

58 1 221

30

～

49

47 2016 7
11～

12

アパートにて、作業員2名で引越し作業中、2Fから小型冷蔵庫

を1人で抱えて階段を下りようとしたとき、2Fの階段の場所を

見誤って踏みはずし、仰向けに転倒。そのまま、階段下のコー

ナーまで冷蔵庫をかかえたまますべり落ち、打撲、負傷した。

24 1 413

10

～

29

48 2016 6
18～

19

トラックの荷室の中でシートが乗ったカゴ台車をプラットホー

ムに降ろそうとして腰を落とし、両足を開き後向きに引っ張っ

たとき、足が滑り手を離してしまったので反動で臀部を床面で
48 2 221

1～

9



強打し腰を打った。

49 2016 5 8～9

納品カートを昇降ゲート方向へ移動中、ゲートストッパーを作

動させておらず、納品カートと一緒に昇降ゲートより転落し、

負傷した。

63 1 221

30

～

49

50 2016 4 5～6

市場内作業場にて、荷物を運ぶための道具パレットを動かそう

としたら、ひっかかっていて、力を入れてとろうとしたとき、

腰を痛めた。

33 19 611

10

～

29

51 2016 4
11～

12

資材置場で木材チップの粉塵飛散防止用ネットの交換作業のた

めに、約3m高の脚立に乗って作業をしている時に、バランスを

崩して脚立と共に倒れ、右脇腹等を強打し、肋骨を骨折した。

49 1 371

10

～

29

52 2016 3 8～9
除雪作業が終わり帰社途中、センターラインオーバーし対向車

と正面衝突した。
64 17 231

1～

9

53 2016 1 8～9

荷卸作業の為大型車荷台の後部ドアを開ける為に、まず左側ド

アを開け、右ドアの開閉フックに手をあて開けようとした時、

ラッシングバーが走行中の振動により片方（右側）がはずれて

いたため、止めていたコンパネルが落下し頭、肩等に当たり、

転倒負傷した。

47 4 611
1～

9

54 2016 1
15～

16

優先道路を走行中、左から出てきた車が助手席後方部分に接

触。
43 17 231

1～

9

55 2016 1
15～

16

センター構内で積荷をトラック荷台に積み込むために、ハンド

リフトを使って運ぶ作業の途中で、ハンドリフトを転回しよう

としたところ、腰に激痛がはしった。

44 19 362

30

～

49

56 2016 1
9～

10

営業所施設内において、積み込み作業をするため、タンクロー

リーの助手席から降車しようと、左足から地面に着地したとこ

ろ、足を着いた場所にゴムマットが敷いてあり、そのマットが

水で濡れていたため、そのまま左足を滑らせ左足首を捻った。

35 19 416

10

～

29

17～
走行中、下り勾配の右カーブに差し掛かった時意識を失い、左 100



57 2015 12
18

側面コンクリートの壁にある柱に軽四輪車の前部左が接触。反

動で対向車線に飛び出して停車。

64 17 231 ～

299

58 2015 12
11～

12

システムキッチン組立場で、システムキッチンキャビネットを

組立中、部材をゴムハンマーで叩く際に、部材に添えていた自

分の指を誤って叩き、被災した。

25 7 364

100

～

299

59 2015 12 6～7

納品後、階段を降りて、右に進路を変えトラックに戻ろうとし

て踏み出した時、コンクリート路面が凍結していて、右足を滑

らせ転倒した。

62 2 719

10

～

29

60 2015 11
16～

17

配送途中、車を停車して荷台の荷物を整理する時、荷台内前方

から後方へ荷物を移動させようと前向きのまま後方へ足を運び

その時右足を荷台から踏みはずして、上体右側から後ろ向きに

高さ70ｃｍから落下転倒して、受け身をした際に右手をついて

骨折した。

59 1 221

30

～

49

61 2015 10
16～

17

トラックに積み込みをしていた。床面よりシート巻原反をト

ラックの荷台（高さ1m）に積もうと両手で抱えて歩いていた

時、左ひざから何かが切れたような音がして激痛がし負傷し

た。

44 19 921

30

～

49

62 2015 10 8～9

車両から商品を取り出そうと荷台のステップに左足を乗せ、右

足をゴム製の緩衝材に乗せた際、緩衝材が裂けていた為、足が

滑り落ち、うち伏せで倒れるかたちで転倒。

45 1 211

100

～

299

63 2015 10
16～

17

米の積み込み作業にて、1人がフォークリフトで荷上げした米袋

を、トラック内のパレットに3人で積み替え作業中、1.2mの高

さの所から左足を滑らせ落下し、背骨を骨折した。

43 1 221

10

～

29

64 2015 9 3～4

出庫前の車輌点検終了後、手荷物を載せて降車しようとステッ

プに足を掛けようとしたが、足を踏み外し右足首をねじる様な

体勢で転落した。

50 1 221

10

～

29

65 2015 9 6～7
4tトラック荷物の上でトラックシートたたむ時シートを引っ

58 1 221
1～



張った所雨でスベリ荷台から落下した。 9

66 2015 8
12～

13

冷蔵庫の配送、設置作業で冷蔵庫を搬入している途中、持ち上

げた時、搬入口が狭く姿勢がくずれたため腰に痛みを覚えた。
44 19 611

1～

9

67 2015 8
9～

10

作業員2名でパレットの山からパレットを降ろす作業を行ってい

た。パレットを持ち上げた時に、手で持っているパレットの下

にもう1枚パレットがついたまま持ち上げてしまい、重いと感じ

たがそのまま移動し、左足の上に下のパレットが落下し、負傷

した。

44 4 379

10

～

29

68 2015 8
16～

17

倉庫内において、トラックの荷台内で一人で荷物を300個積込

作業中、7段重の最上段へ積込もうとした時、誤って手が滑り荷

物が落下し、避けようとしたが間に合わず頭部にあたり、その

衝撃により首に負荷が掛かり負傷した。

47 4 611

10

～

29

69 2015 7
23～

24

新聞配達中に、自損事故で横転した相手車両に追突して、顔

面、左腕、左足を骨折した。
49 17 221

30

～

49

70 2015 7
10～

11

受付に2個の冷凍荷物があり、1個を持ち構内作業場にあるクー

ル専用BOXまで持って行き、もう1つを取りに受付まで帰る際

に、受付入口付近に長尺の荷物が立てかけてあり、その長尺の

荷物に足をとられ、転倒した。

48 2 416

10

～

29

71 2015 7 4～5

積込み作業中、キャスタ付きの荷物を押して荷台ゲートに乗せ

る際、足を滑らせて転倒した。その際、リアバンパーに左前頭

部をぶつけ負傷した。

63 2 417
1～

9

72 2015 7
11～

12

配達中、集配車より荷物を両手で持って降車する際に右足より

降りた所、右足を着いた箇所が段差になっていた為、右足首を

捻ってしまった。

27 2 417

50

～

99

73 2015 6
18～

19

トラックの荷台へ積み荷を積み込み作業中誤って荷台から転落

した。
45 1 221

10

～



29

74 2015 6
16～

17

荷台より台車を降ろす際に手を滑らせ、台車を右足小指部分に

落下させた。
33 4 362

30

～

49

75 2015 4 7～8
荷物をおろして帰る途中、センターラインをオーバーして前方

からきた大型トラックと正面衝突した。
50 17 231

1～

9

76 2015 4
10～

11

荷受け作業中、高所より降りた際に足をすべらせ腰を強打し骨

折した。
57 1 417

10

～

29

77 2015 3
13～

14

自動二輪車にて走行中、相手四輪車が右折したところへ衝突

し、被災者が相手四輪車のボンネットを飛び越え地面に頭部を

強打した。

38 17 231

100

～

299

78 2015 3 8～9 長年引越作業に携ったことによる頚椎椎間板ヘルニア。 30 19 611

10

～

29

79 2014 12
17～

18

引っ越し作業を終え帰社途中、高速道を走行中、追い越し車線

に入り前車を追い抜き、走行車線に戻ろうとしたところ、右後

輪タイヤがバーストし、右後方が滑り車両が左方向に持ってい

かれ、ガードレールに衝突横転、脳挫傷、全身打撲により死亡

した。

56 17 231

300

～

499

80 2014 12
19～

20

取引先へ車で向かう為、事業場から駐車場までの移動中に、大

雪で路面が滑りやすい状況だったため、足を滑らせ転倒し、左

膝を負傷した。

27 2 417
1～

9

81 2014 12
10～

11

敷地内で積込みの作業をしていた際、土場に敷いてあったパ

レットの隙間に左足が挟まれ転倒しそうになり左手で体を支え

ようとした所、おそらく積雪で埋まっていたパレットの角部分

にあたり左小指の第二関節と第三関節の骨が右上から左下に亀

55 2 611

100

～

299



裂が入り骨折をしてしまった。

82 2014 11
13～

14

当会社の資材置場にて、ダンプより降りる際足を踏み外して転

倒し、左手を強く地面につき左手首を骨折した。
43 1 221

1～

9

83 2014 9
19～

20

運送荷物の積置地にて、運転席から降りる際、着地場所が坂に

なっていて、足を滑らせ捻ってしまった。
58 19 221

10

～

29

84 2014 9
11～

12

国道を大型トラックで運転中、運転席に入ってきた虫を追い払

おうとして、赤信号で停車しようとしている前車のダンプカー

に気付くのが遅れ、追突した。運転席内に体が挟まり、ハンド

ル等で腹部周辺を強打し負傷した。

51 17 221

10

～

29

85 2014 9
11～

12

機械の積み込み作業中に腰と足に違和感があったが、休む程の

痛みはなかったので出発した。しかし、運転途中にだんだん腰

が痛くなり、我慢できなくなって、救急車を呼び病院へ行っ

た。

68 19 612
1～

9

86 2014 8
9～

10

配達先の構内にてトラックの荷台を開け荷物を固定していた

ラッシングベルトが外れ前方の荷物に倒れかかっていたため当

該荷物を起こそうと押し上げた時に腰に痛みが走った。

47 19 611

10

～

29

87 2014 8
17～

18

倉庫外で４tトラック車ボディの荷台に保護シートを取り付けて

いたところトラック荷台から滑って転倒した。
47 1 221

1～

9

88 2014 8
12～

13

納品するためトラック荷台に上がり、降りようとした時、荷台

に上がる前にアオリのロックを解除していたため、アオリを跨

いだ表紙にアオリと共に倒れ落下し、負傷した。

58 1 221

10

～

29

89 2014 8
15～

16

積込み作業時から手のつりなど熱中症初期症状があったが、そ

のまま作業を継続。その後症状が進み、自力で動くことができ

なくなり救急搬送された。

20 11 715

30

～

49

90 2014 7 2～3
クールボックスを着車バースまで移動させる途中、片手で引い

ていたためボックスを止められず右足を巻き込み骨折した。
19 8 362

100

～



299

91 2014 7 6～7

配送先敷地内で、荷下ろしの為パレットに荷物を降ろして車の

ゲート上で作業していた際、ゲートのストッパーに踵が当た

り、よろけて後方に倒れかけた時、パレットに角に左脇腹を打

ちあばら骨を剥離骨折した。

45 2 221

10

～

29

92 2014 7
16～

17

車庫にてトラック荷台に乗り、硝子のパレットにシートを掛け

る際、下掛けシートを掛け、アオリの上に足を掛けて本掛け

シートを掛ける時に、下掛けシートのゴムが左足に引っ掛か

り、前向きに転倒しかけ荷台の中に倒れた際、右膝靱帯を損傷

した。

43 19 529
1～

9

93 2014 6
11～

12

倉庫において荷降ろしをする為、車両のゲートを倉庫のホーム

に降ろそうとしたところ、右手をゲートとホームに挟み、右手

親指付け根を骨折した。

45 7 221

30

～

49

94 2014 6
12～

13

CF（クッションフロア）カット機にて作業中に、一旦カットを

終えた製品を巻き直す為に、製品を反転させ巻き直し作業を

行っていた所、誤って製品と共に添えていた両手をローラーに

巻き込まれてしまった。事故により左手創傷と打撲、右手親指

の爪を剥がすケガを負った。

37 7 163

30

～

49

95 2014 5
15～

16

引っ越し作業中、直線階段をダンボールを持って下りようとし

た際、階段の上から2段目で靴の先がひっかかり、転落した。
30 1 413

50

～

99

96 2014 4
14～

15

対向車線を走行してきた軽乗用車がすれ違う少し手前でセン

ターラインを越えて飛び出してきてローリー運転席側に前タイ

ヤに入り込み、そのぶつかったはずみでローリーが左に向き、

そのまま左斜面崖下（約１０ｍ）に転落横転し、足を負傷し

た。

50 17 231

50

～

99

12～

支店ホーム上で、大型トラックより荷降ろし作業中に台束の上

へ木枠商品を載せようとして手前に引っ張った際に、木枠が壊
100



97 2014 4
13 れその反動でホーム上に接車していあったトラックの蝶番部分

とぶつかり背中を強打し骨折した。

55 3 221 ～

299

98 2014 3
12～

13

トラック荷台から配達先の商品を出す際に、足を滑らせて落

下。立った状態で落下したが、着地場所に段差があったため、

足をひねるように着地し、左足小指の付け根を骨折した。

27 3 221

10

～

29

99 2014 3
17～

18

営業所から本社に戻る途中の国道の緩やかカーブにさしかかっ

たところで、雨で路面が滑りやすくなっており、さらにスピー

ドも出ていた為スリップし、センターラインオーバーして対向

車（自家用普通貨物自動車）と正面衝突し打撲を負った。

41 17 231

30

～

49

100 2014 3 8～9

荷卸し先にて、トラックの荷台の中で荷物の積込作業中、別の

荷物を足場にして登り荷物の上にあった伝票を取って降りる際

（高さ５０㎝くらい）、右足足首をひねり負傷した。

40 19 611

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html
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